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 温室効果ガス排出量

グローバルでのスコープ1総排出量 RR-PP-110a.1 ESG：マテリアルバランス（P.50）

スコープ1の排出量を管理するための長期的・短期的な戦略または

計画、排出量削減目標、およびそれらの目標に対するパフォーマン

スの分析についての説明

RR-PP-110a.2
ESG：気候変動問題への対応（P.26-38）

IR   ：気候変動問題への対応（P.27-28）

 大気

以下の汚染物質の大気排出量：（1）NOx (N2Oを除く)、

（2）SO2、（3）揮発性有機化合物（VOCs）、（4）粒子

状物質（PM）、（5）有害大気汚染物質（HAPs）

RR-PP-120a.1 ESG：マテリアルバランス（P.50）

 エネルギー管理

（1）総エネルギー消費量、（2）系統電力の割合、（3）バイオ

マス由来の割合、（4）その他の再生可能エネルギー由来の割合、

（５）自家発電エネルギーの総量

RR-PP-130a.1 －

 水管理

（1）総取水量、（2）総水消費量、ベースライン水ストレスが高

い地域または非常に高い地域の割合
RR-PP-140a.1

ESG：水リスク評価について（P.48）

　　　　 マテリアルバランス（P.50）

IR　 ：環境負荷の低減（P.29)

水管理リスクの説明と、それらのリスクを軽減するための戦略と実践

の説明
RR-PP-140a.2

ESG：水資源の管理（P.41-42）

IR   ：環境負荷の低減（P.29)

 サプライチェーン・マネジメント

（1）第三者認証を受けた森林地帯からの木質繊維の調達割合

と各基準に対する割合、（2）その他の繊維調達基準を満たした

木質繊維の調達割合と各基準に対する割合

RR-PP-430a.1 ESG：持続可能な原材料調達（P.13-16）

リサイクル・回収繊維の調達量 RR-PP-430a.2

ESG：TCFDに基づく情報開示、資源循環の推進（P.30-40）

         マテリアルバランス（P.50）

IR   ：資源循環の推進（P.31）

パルプ生産 RR-PP-000.A ESG：マテリアルバランス（P.50）

紙生産 RR-PP-000.B ESG：マテリアルバランス（P.50）

木質繊維の総調達量 RR-PP-000.C ESG：マテリアルバランス（P.50）

 生態系サービス・影響

第三者の森林管理基準に認定された森林地帯の面積、各基準に

認証された割合
RR-FM-160a.1 ESG：持続可能な森林経営（P.17-20）

保全ステータスにある保護森林地帯の面積 RR-FM-160a.2 ESG：持続可能な森林経営（P.17-20）

絶滅危惧種の生息地における森林地帯の面積 RR-FM-160a.3 －

森林地帯によって提供される生態系サービスからの機会を最適化す

るアプローチの説明
RR-FM-160a.4

ESG：生物多様性の保全（P.45-48）

IR   ：持続可能な森林資源の強化（P.24-26）

 先住民族の権利

先住民の土地における森林地帯の面積 RR-FM-210a.1 －

人権、先住民の権利、および地域社会に関するエンゲージメントプ

ロセスとデューデリジェンスの実践の説明
RR-FM-210a.2

ESG：海外植林事業の推進（P.19）

　　　　 人権の尊重（P.56-58）

 気候変動への適応

気候変動によってもたらされる森林管理と木材生産の機会とリスクを

管理する戦略の説明
RR-FM-450a.1 ESG：気候変動問題への対応（P.26-38）

事業体が所有や賃貸、管理している森林地帯の面積 RR-FM-000.A ESG：持続可能な森林経営（P.17-20）

総立木在庫 RR-FM-000.B ー

木材伐採量 RR-FM-000.C ー

パルプ・紙製品

会計指標 コード 開示場所

活動指標 コード 開示場所

森林経営

会計指標 コード 開示場所

活動指標 コード 開示場所

https://www.nipponpapergroup.com/csr/npg_esgdb2024_ALL.pdf
https://www.nipponpapergroup.com/ir/npg_ir_2024_all.pdf

